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麻酔・蘇生科学分野
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28. 原 哲也：【第 II部 麻酔管理】10各種手術の麻酔．11合併症を有する患者の麻酔．(土肥修司，澄川耕二(編)TEXT
麻酔・蘇生学(改訂 3版)，南山堂，東京，pp.237-241所収) 2008 

29. 原 哲也：【第 II部 麻酔管理】11合併症を有する患者の麻酔．(土肥修司，澄川耕二(編)TEXT麻酔・蘇生学(改
訂 3版)，南山堂，東京，pp.301-306所収) 2008 

30. 槇田徹次：【第 I部 全身管理の基礎】3体液・代謝管理(エネルギー・栄養管理)．(土肥修司，澄川耕二(編)TEXT
麻酔・蘇生学(改訂 3版)，pp.104-106所収) 2008 

31. 槇田徹次：【第 I 部 全身管理の基礎】3 体液・代謝管理(肝機能の管理)．(土肥修司，澄川耕二(編)TEXT 麻酔・
蘇生学(改訂 3版)，pp.107-110所収) 2008 

32. 槇田徹次：【第 I 部 全身管理の基礎】3 体液・代謝管理(腎機能の管理)．(土肥修司，澄川耕二(編)TEXT 麻酔・
蘇生学(改訂 3版)，pp.111-113所収) 2008 

33. 槇田徹次：【第 I部 全身管理の基礎】3体液・代謝管理(急性血液浄化法)．(土肥修司，澄川耕二(編)TEXT麻酔・
蘇生学(改訂 3版)，pp.119-122所収) 2008 

34. 槇田徹次：【第 II部 麻酔管理】8全身麻酔法(吸入麻酔)．(土肥修司，澄川耕二(編)TEXT麻酔・蘇生学(改訂 3版)，
pp.162-170所収) 2008 

35. 松本聡治朗，中村利秋，澄川耕二：自宅で心肺停止に陥ったが心肺蘇生術後の脳低温療法が奏功し後遺症なく救
命しえた 1症例．神経麻酔・集中治療 86-87, 2008 

36. 三好 宏，澄川耕二：重症頭部外傷患者の麻酔と脳保護．(坂部武史(編)脳保護・脳蘇生，克誠堂出版，東京，pp.234-244
所収) 2008 

37. 山下和範：【第 III部 救急医療】17救急に必要な措置．(土肥修司，澄川耕二(編)TEXT麻酔・蘇生学(改訂 3版)，
南山堂，東京，pp.370-374所収) 2008 

38. 山下和範：【第 III部 救急医療】19病態に応じた診断と治療(内分泌・代謝疾患)．(土肥修司，澄川耕二(編)TEXT
麻酔・蘇生学(改訂 3版)，南山堂，東京，pp.391-393所収) 2008 

39. 山下和範：【第 III部 救急医療】19病態に応じた診断と治療(熱傷(電撃症を含む))．(土肥修司，澄川耕二(編)TEXT
麻酔・蘇生学(改訂 3版)，南山堂，東京，pp.405-408所収) 2008 

40. 山下和範：【第 III部 救急医療】19病態に応じた診断と治療（環境異常）．(土肥修司，澄川耕二(編)TEXT麻酔・
蘇生学(改訂 3版)，南山堂，東京，pp.409-410所収) 2008 

41. 山下和範：【第 III部 救急医療】19病態に応じた診断と治療(異物・溺水・刺咬傷)．(土肥修司，澄川耕二(編)TEXT
麻酔・蘇生学(改訂 3版)，南山堂，東京，pp.411-412所収) 2008 

 
B-d 
1. 長谷敦子，山下和範，坂本哲也，畑中哲生，清水直樹，丸川征四郎：学童・学生・一般成人を対象とした AED啓

発アニメーションの作製と教育効果の検討．平成 19年度厚生労働科学研究費補助金循環器疾患等生活習慣病対策
総合研究事業，自動対外除細動器 AED を用いた心疾患の救命率向上のための体制の構築に関する研究(課題番号
H-18-心筋-01)分担研究成果報告, 2008 

2. 清水直樹，Zeynalov BF，帯包エリカ，黒澤茶茶，新田雅彦，太田邦雄，井上信明，長谷敦子，谷川功一，長尾健，
坂本哲也，丸川征四郎：小児心停止例への AED 普及にかかわる研究．平成 19 年度厚生労働科学研究費補助金循
環器疾患等生活習慣病対策総合研究事業，自動対外除細動器 AEDを用いた心疾患の救命率向上のための体制の構
築に関する研究(課題番号 H-18-心筋-01)分担研究成果報告, 2008 

3. 丸川征四郎，坂本哲也，長谷敦子，吉永和正：医系大学生の AEDを含む救急蘇生教育のあり方と普及法について
の研究．平成 19 年度厚生労働科学研究費補助金循環器疾患等生活習慣病対策総合研究事業，自動対外除細動器
AED を用いた心疾患の救命率向上のための体制の構築に関する研究(課題番号 H-18-心筋-01)分担研究成果報告, 
2008 

4. 浅利 靖，丸川征四郎，小菅宇之，畑中哲生，坂本哲也，長谷敦子，輿水健治，今 明秀，清水直樹，平出 敦：
市民の AED 使用事例に関わる情報の活用と事後検証のあり方に関する研究．平成 19 年度厚生労働科学研究費補
助金循環器疾患等生活習慣病対策総合研究事業，自動対外除細動器 AEDを用いた心疾患の救命率向上のための体
制の構築に関する研究(課題番号 H-18-心筋-01)分担研究成果報告, 2008 

 

学会発表数 
A－b B－b A－a 

シンポジウム 学会 
B－a 

シンポジウム 学会 

0 1 24 5 5 50 
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社会活動 

氏名・職 委 員 会 等 名 関 係 機 関 名 

澄川耕二・教授 原子力安全研究協会長崎地区緊急被爆医療ネッ

トワーク調査検討会委員 
文部科学省 

澄川耕二・教授 西日本ブロック地域三次被爆医療協議会委員 文部科学省 

澄川耕二・教授 医道審議会臨時委員 厚生労働省 

澄川耕二・教授 長崎地方裁判所専門委員 最高裁判所 

澄川耕二・教授 長崎県医師会予備代議員 長崎県医師会 

澄川耕二・教授 編集委員 「麻酔」誌 

澄川耕二・教授 代表世話人 長崎県緩和ケア研究会 

澄川耕二・教授 Faculty Member Faculty of 1000 Medicine 

澄川耕二・教授 理事 長崎大学医師会 

澄川耕二・教授 理事 日本麻酔科学会 

澄川耕二・教授 理事 日本臨床麻酔学会 

澄川耕二・教授 理事 日本疼痛学会 

澄川耕二・教授 理事 日本循環制御医学会 

澄川耕二・教授 理事 日本心臓血管麻酔学会 

澄川耕二・教授 理事 日本蘇生学会 

澄川耕二・教授 理事 日本麻酔薬理学会 

澄川耕二・教授 理事 アジア神経麻酔・集中治療医学会(ASNAC) 

澄川耕二・教授 評議員 日本ペインクリニック学会 

澄川耕二・教授 評議員 日本緩和医療学会 

澄川耕二・教授 評議員 日本高気圧環境・潜水医学会 

澄川耕二・教授 評議員 日本レーザー治療医学会 

柴田 治・准教授 代議員 日本麻酔科学会 

柴田 治・准教授 消防職員 第 4期 気管挿管講習会講師 長崎県消防学校 

長谷敦子・准教授 長崎県医師会災害救急委員会委員 長崎県医師会 

長谷敦子・准教授 長崎県メディカルコントロール協議会委員 長崎県 

長谷敦子・准教授 長崎地域メディカルコントロール協議会副会長 長崎県、長崎市 

長谷敦子・准教授 長崎市地域保険医療対策協議会委員 長崎県 

長谷敦子・准教授 長崎県救急医療情報システム検討委員会委員 長崎県 

長谷敦子・准教授 女性医師に労働・環境問題に関する検討ワーキ

ンググループ委員 
全国医学部長病院長会議 

長谷敦子・准教授 消防職員 第 4期 気管挿管講習会講師 長崎県消防学校 

槇田徹次・准教授 消防職員 第 4期 気管挿管講習会講師 長崎県消防学校 

槇田徹次・准教授 評議員 日本集中治療医学会 

槇田徹次・准教授 評議員 日本集中治療医学会九州地方会 

原 哲也・講師 評議員 日本心臓血管麻酔学会 

原 哲也・講師 長崎県メディカルコントロール協議会気管挿管

検討委員会委員 
長崎県 

趙 成三・講師 消防職員 第 4期 気管挿管講習会講師 長崎県消防学校 
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前川拓治・講師 医療ガス保安講習会 長崎県高圧ガス安全協議会 

酒井一介・助教 消防職員 第 4期 気管挿管講習会講師 長崎県消防学校 

北條美能留・助教 緩和医療ガイドライン作成委員会 
 

日本緩和医療学会 

北條美能留・助教 がん性疼痛ガイドライン作業部会委員 日本緩和医療学会 

北條美能留・助教 緩和ケア普及のための地域プロジェクト 
長崎地域運営委員 

厚生労働省、長崎市医師会 

北條美能留・助教 長崎県保健医療対策協議会がん対策部会緩和ケ

ア医師研修委員会 
長崎県 

北條美能留・助教 質の高い看護師育成事業（がん分野） 長崎県 

北條美能留・助教 産業医大がん拠点病院研修会講師 産業医科大学 

北條美能留・助教 鹿児島大学がん拠点病院研修会講師 鹿児島大学 

北條美能留・助教 長崎緩和医療創薬開発・利用促進グループ 
(INK-G)サブリーダー 

長崎県 

北條美能留・助教 世話人 痛み治療の研究会 

北條美能留・助教 世話人 長崎地域連携懇話会 

北條美能留・助教 世話人 長崎緩和ナーシング研究会 

三好 宏・助教 消防職員 第 4期 気管挿管講習会講師 長崎県消防学校 

境 徹也・助教 がん性疼痛ガイドライン作業部会委員 日本緩和医療学会 

境 徹也・助教 査読委員 Journal of Clinical Anesthesia 

境 徹也・助教 査読委員 Pain Medicine 

中村利秋・助教 消防職員 第 4期 気管挿管講習会講師 長崎県消防学校 

吉富 修・助教 消防職員 第 4期 気管挿管講習会講師 長崎県消防学校 

柴田伊津子・助教 消防職員 第 4期 気管挿管講習会講師 長崎県消防学校 

高田正史・助教 緩和医療ガイドライン作成委員会 日本緩和医療学会 

高田正史・助教 がん性疼痛ガイドライン作業部会委員 日本緩和医療学会 

山下和範・助教 消防職員 第 4期 気管挿管講習会講師 長崎県消防学校 

 
競争的資金獲得状況(共同研究を含む) 

氏名・職 資 金 提 供 元 代表・分担 研 究 題 目 

澄川耕二・教授 日本学術振興会 代表 基盤研究(B) 
心筋虚血再灌流障害の克服‐RISK pathway
及び抗酸化機構の制御‐ 

澄川耕二・教授 日本学術振興会 代表 萌芽研究 
Gi/o 共役型受容体同時活性化による持続的
鎮痛療法の開発 

澄川耕二・教授 日本学術振興会 分担 基盤研究(S) 
脱髄性神経損傷に起因する難治性神経因性

疼痛の治療標的分子の同定 

柴田 治・准教授 日本学術振興会 代表 基盤研究(C) 
気道平滑筋の収縮・弛緩機構の解明：β・断
薬と Rhoキナーゼ経路の関係 

槇田徹次・准教授 日本学術振興会 代表 基盤研究(C) 
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非閉塞性腸管虚血(NOMI)の実験的病態解析
と臨床的薬物治療効果の検討 

趙 成三・講師 日本学術振興会 代表 基盤研究(C) 
肝虚血再灌流障害に対する薬理学的ポスト

コンディショニング法の開発と分子機序の

解明 

北條美能留・助教 日本学術振興会 代表 基盤研究(C) 
オピオイド製剤による二量体化オピオイド

受容体脱感作機構の解析 

吉富 修・助教 日本学術振興会 代表 若手研究(B) 
心筋の薬理学的プレコンディショニングの

分子機序－PI3K-Akt活性を介して－ 

境 徹也・助教 日本学術振興会 代表 若手研究(B) 
難治性疼痛に対する経皮的抗うつ薬の鎮痛

効果と作用機序の臨床的解析 

高田正史・助教 日本学術振興会 代表 若手研究(B) 
難治性疼痛に対する新規鎮痛療法の開発 

柴田伊津子・助教 日本学術振興会 代表 若手研究(B) 
心筋の虚血再灌流障害における Rho キナー
ゼの役割解明と制御 

村田寛明・助教 日本学術振興会 代表 若手研究(B) 
Akt のレドックス制御を介した心筋保護メ
カニズムの分子生物学的解析 

北條美能留・助教 大鵬薬品工業株式会社 

 

代表 OVFのがん疼痛(突出痛)に対する臨床試験 

高田正史・助教 大鵬薬品工業株式会社 分担 OVFのがん疼痛(突出痛)に対する臨床試験 

 

その他 
新聞等に掲載された活動 

氏名・職 活動題目 掲載紙誌等 掲載年月日 活動内容の概要と社会との関連 

女性医師麻酔

科復帰支援機

構（GP） 
山下春奈・医員 
小形寛奈・医員 

ダントツ潮流 
ママは麻酔科医 
～再び医療現場へ～ 

NBC長崎放送 2008年 
5月 17日

出産・育児等のため長期休職を余儀なく

された女性医師に対し、職場復帰を支援

する取り組み 

女性医師麻酔

科復帰支援機

構（GP） 

医療現場で女性活用を 長崎新聞 2008年 
11月 5日

女性医療従事活用についての公開シン

ポジウム開催 

女性医師麻酔

科復帰支援機

構（GP） 
趙 成三・講師 

NBCラジオ  
ひろさん・圭のきいてモ

ーニング 

NBC長崎放送
 

2008年 
12月 31日

公開シンポジウム in 長崎「女性医療人
のワークフォース活用に向けて～ワー

ク・ライフバランスのあり方と両立支援

を考える～」の開催内容 
山下和範・助教 長崎のこれから 

これでいいのか？長崎の

救急医療 

NHK長崎放送
局 

2008年 
12月 19日

長崎県の救急医療に関して現状とこれ

からを討論する 

 
○特筆すべき事項 
① 緩和ケアの基本教育に関する指導者研修会 


